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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入射光を分光する分光フィルターと、
　前記分光フィルターにより分光された光を撮像し、分光画像を取得する撮像部と、
　画像出力装置のプロファイルを作成するためのプロファイル作成用データを出力するデ
ータ出力部と、
を備え、
　前記データ出力部は、前記撮像部が、前記画像出力装置から出力された複数色のカラー
パッチを含むカラーパターンに対する複数の分光画像を取得した場合に、前記複数の分光
画像のうちの１つにおける複数の画素の各々における光量と、前記複数の画素の各々の座
標値とを対応づけた測定データを前記プロファイル作成用データとして出力し、
　前記カラーパターンは、前記複数色のカラーパッチのうちの１つと前記複数色のカラー
パッチのうちの他の１つとの間に基準色が表示され、
　前記プロファイル作成用データは、前記基準色の測定データをリファレンスとしたこと
を特徴とする分光測定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の分光測定装置において、
　前記分光フィルターは、第一反射膜と、前記第一反射膜に対向して設けられた第二反射
膜と、
を備え、
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　前記第一反射膜と前記第二反射膜とで光を干渉させ特定の波長の光を取り出す波長可変
干渉フィルターであることを特徴とする分光測定装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の分光測定装置において、
　前記波長可変干渉フィルターは、前記第一反射膜が設けられた第一基板と、前記第一基
板に対向し、前記第二反射膜が設けられた第二基板と、前記第一反射膜と前記第二反射膜
との間のギャップ寸法を変更するギャップ変更部と、
を備えることを特徴とする分光測定装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の分光測定装置において、
　前記入射光を取り込むための入射光取込部と、
　前記入射光取込部を囲んで配置され、前記カラーパターンが表示された表示面に押し当
てられることで外光を遮光する押し当て部と、
を備えることを特徴とする分光測定装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の分光測定装置において、
　前記押し当て部の内側に配置され、前記表示面に光を出射する光源を備えることを特徴
とする分光測定装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の分光測定装置において、
　前記分光フィルターに前記入射光を導くテレセントリック光学系を備えることを特徴と
する分光測定装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の分光測定装置において、
　前記撮像部は、前記複数色のカラーパッチの各々を前記複数の画素で撮像することを特
徴とする分光測定装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の分光測定装置において、
　動作状況及び測定結果の少なくともいずれかを含む通知を報知する報知部を備えること
を特徴とする分光測定装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の分光測定装置と、
　前記分光測定装置から出力されたプロファイル作成用データを用いて当該画像出力装置
のプロファイルを作成するプロファイル作成部を有するプロファイル作成装置と、を備え
たことを特徴とするカラーマネージメントシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のカラーマネージメントシステムにおいて、
　前記プロファイル作成装置は、前記画像出力装置に前記カラーパターンを出力させるパ
ターン出力手段を備え、
　前記パターン出力手段は、所定サイズの前記カラーパッチがマトリクス状に配置された
前記カラーパターンを出力させることを特徴とするカラーマネージメントシステム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のカラーマネージメントシステムにおいて、
　前記パターン出力手段は、前記カラーパターンを出力させることを特徴とするカラーマ
ネージメントシステム。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のカラーマネージメントシステムにおいて、
　前記パターン出力手段は、前記複数色のカラーパッチのうちの１つと前記複数色のカラ
ーパッチのうちの他の１つとの間に黒色のラインを配置した前記カラーパターンを出力さ
せることを特徴とするカラーマネージメントシステム。
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【請求項１３】
　請求項１０から請求項１２のいずれかに記載のカラーマネージメントシステムにおいて
、
　前記パターン出力手段は、前記分光測定装置の配置位置を指示する指示画像を出力させ
ることを特徴とするカラーマネージメントシステム。
【請求項１４】
　請求項１０から請求項１３のいずれかに記載のカラーマネージメントシステムにおいて
、
　前記パターン出力手段は、前記複数色のカラーパッチのいずれかの配置位置が異なる複
数のカラーパターンを順次出力させることを特徴とするカラーマネージメントシステム。
【請求項１５】
　請求項１０から請求項１４のいずれかに記載のカラーマネージメントシステムにおいて
、
　前記パターン出力手段は、前記複数色のカラーパッチの色がそれぞれ異なる複数のカラ
ーパターンを順次出力させることを特徴とするカラーマネージメントシステム。
【請求項１６】
　分光される光の波長を変化させながら、画像出力装置から出力された複数色のカラーパ
ッチを含むカラーパターンを撮像し、複数の分光画像を取得する分光画像取得ステップと
、
　前記複数の分光画像のうちの１つにおける複数の画素の各々における光量と、前記複数
の画素の各々の座標値とを対応づけた測定データをプロファイル作成用データとして出力
するデータ出力ステップと、
　前記プロファイル作成用データを用いて前記画像出力装置のプロファイルを作成するプ
ロファイル作成ステップと、
を含み、
　前記カラーパターンは、前記複数色のカラーパッチのうちの１つと前記複数色のカラー
パッチのうちの他の１つとの間に基準色が表示され、
　前記プロファイル作成用データは、前記基準色の測定データをリファレンスとしたこと
を特徴とするプロファイル作成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分光測定装置、カラーマネージメントシステム、及びプロファイル作成方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像表示装置として、画面に画像を表示させる各種ディスプレイ、及び画像を紙等の媒
体に描画して表示させる印刷装置が普及している。このような各種の画像表示装置の色合
わせや、複数の当該画像表示装置間の色合わせを行うために、所定のカラーパターンを測
色して画像表示装置のプロファイルを作成する技術が知られている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
　特許文献１では、印刷機及びプリンターのそれぞれで、複数色のパッチ（カラーパッチ
）を含むカラーチャート（カラーパターン）を描画し、各カラーパターンを測色計により
測定してＸＹＺ（刺激値）の測色値データを求め、これらの測色値から印刷機及びプリン
ターのプロファイルを作成している。
【０００４】
　また、特許文献２には、複数のカラーパッチが配置されたサンプルメディア（カラーパ
ターン）に対して、測色装置のヘッドを移動させてカラーパッチを１色ずつ測色すること
が記載されている。
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　また、特許文献３にも、駆動手段により上下左右方向へ移動可能であり表示画面上の各
部に表示された色を１色ずつ測定する測色器が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２０３０９４号公報
【特許文献２】特開２０００－２８３８５２号公報
【特許文献３】特開２０００－９９３０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１にも記載されるように、精度の高いプロファイルを作成する場合、大がかり
な測色処理を行う必要がある。例えば、特許文献２，３に記載されるように、測色装置の
読取部を走査させて１色ずつ測色することが例示されるが、多数のカラーパッチの全てを
高精度に測色するのには多大な時間を要するという課題がある。
【０００７】
　本発明は、多数のカラーパッチを含むカラーパターンの測色に要する時間の短縮を図る
ことができる分光測定装置、カラーマネージメントシステム、及びプロファイル作成方法
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の分光測定装置は、入射光を分光する分光フィルターと、前記分光フィ
ルターにより分光された光を撮像し、分光画像を取得する撮像部と、画像出力装置のプロ
ファイルを作成するためのプロファイル作成用データを出力するデータ出力部と、を備え
、前記データ出力部は、前記撮像部が、前記画像出力装置から出力された複数色のカラー
パッチを含むカラーパターンに対する複数の分光画像を取得した場合に、前記複数の分光
画像のうちの１つにおける複数の画素の各々における光量と、前記複数の画素の各々の座
標値とを対応づけた測定データを前記プロファイル作成用データとして出力することを特
徴とする。
　本発明の別の一態様の分光測定装置は、入射光を分光する分光フィルターと、前記分光
フィルターにより分光された光を撮像し、分光画像を取得する撮像部と、画像出力装置の
プロファイルを作成するためのプロファイル作成用データを出力するデータ出力部と、を
備え、前記データ出力部は、前記撮像部が、前記画像出力装置から出力された複数色のカ
ラーパッチを含むカラーパターンに対する複数の分光画像を取得した場合に、前記複数の
分光画像のうちの１つにおける複数の画素の各々における光量と、前記複数の画素の各々
の座標値とを対応づけた測定データを前記プロファイル作成用データとして出力し、前記
カラーパターンは、前記複数色のカラーパッチのうちの１つと前記複数色のカラーパッチ
のうちの他の１つとの間に基準色が表示され、前記プロファイル作成用データは、前記基
準色の測定データをリファレンスとしたことを特徴とする。
　上記の本発明に係る分光測定装置は、入射光を分光する分光フィルターと、前記分光フ
ィルターにより分光された光を撮像し、分光画像を取得する撮像部と、画像出力装置のプ
ロファイルを作成するためのプロファイル作成用データを出力するデータ出力部と、を備
え、前記データ出力部は、前記撮像部が、前記画像出力装置から出力された複数色のカラ
ーパッチを含むカラーパターンに対する複数の分光画像を取得した場合に、前記複数の分
光画像における複数の画素の各々における光量と、前記複数の画素の各々の座標値とを対
応づけた測定データを前記プロファイル作成用データとして出力することを特徴とする。
　上記の本発明に係る分光測定装置は、入射光を分光して所定波長の光を選択し、かつ前
記選択する光の波長を変更可能な分光フィルターと、前記分光フィルターにより分光され
た光を撮像し、分光画像を取得する撮像部と、画像出力装置のプロファイルを作成するた
めのプロファイル作成用データを出力するデータ出力部と、を備え、前記データ出力部は
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、前記撮像部により、前記画像出力装置から出力された複数色のカラーパッチを含むカラ
ーパターンに対する複数の分光画像が取得された場合に、各分光画像の各画素における光
量と、当該画素の座標値とを対応づけた測定データを前記プロファイル作成用データとし
て出力することを特徴とする。
【０００９】
　本発明では、撮像部の撮像領域に配置された、複数色のカラーパッチを含むカラーパタ
ーンからの光を、分光フィルターに入射させ、分光フィルターを介して分光された光を撮
像部で撮像し分光画像を取得する。そして、当該分光画像と受光した画素位置とを対応付
けた測定データをプロファイル作成用データとして出力する。
　これにより、同時に多数のカラーパッチを測定することができ、測定に要する時間の短
縮を図ることができる。また、測定の際に撮像部をカラーパターンに対して走査させる必
要がないので、撮像部を移動させる移動装置を設ける必要がなく、装置の簡略化及び小型
化を図ることができる。
【００１０】
　本発明の分光測定装置において、前記分光フィルターは、入射光の一部を反射し一部を
透過する第一反射膜と、前記第一反射膜に対向して設けられ、入射光の一部を反射し一部
を透過する第二反射膜とを備え、前記第一反射膜と前記第二反射膜との間の入射した光を
干渉させ特定の波長の光を取り出す波長可変干渉フィルターであることが好ましい。
　本発明では、分光フィルターは、第一反射膜及び第二反射膜に入射した入射光を干渉さ
せて、特定の波長の光を透過させる、波長可変エタロン（波長可変型のファブリーペロー
エタロン）である波長可変干渉フィルターにより構成されている。このような波長可変干
渉フィルターは、例えばＡＯＴＦ（Acousto-Optic Tunable Filter）やＬＣＴＦ（Liquid
 Crystal Tunable Filter）等の分光素子と比べ小型化が可能であり、分光測定装置に容
易に組み込むことができる。
【００１１】
　本発明の分光測定装置において、前記波長可変干渉フィルターは、前記第一反射膜が設
けられた第一基板と、前記第一基板に対向し、前記第二反射膜が設けられた第二基板と、
前記第一反射膜及び前記第二反射膜の間のギャップ寸法を変更するギャップ変更部と、を
備えている前記第一反射膜及び前記第二反射膜間のギャップ寸法を変化させるギャップ変
更部を備えることが好ましい。
　上述したような波長可変干渉フィルターとして、例えば、平板状の犠牲層の一面に第一
反射膜を形成し、他面に第二反射膜を形成した後、犠牲層をエッチング等により除去する
ことで形成される波長可変型エタロンを用いてもよいが、この場合、第一反射膜や第二反
射膜に撓みが生じる場合もある。これに対して、本発明では、第一基板上に第一反射膜を
設け、第二基板上に第二反射膜を設ける構成であり、各反射膜の撓みや傾斜を抑制するこ
とができる。
【００１２】
　本発明の分光測定装置において、前記分光フィルターは、第一基板と、前記第一基板に
対向する第二基板と、前記第一基板に設けられ、入射光の一部を反射し一部を透過する第
一反射膜と、前記第二基板に設けられ、前記第一反射膜に対向し、入射光の一部を反射し
一部を透過する第二反射膜と、電圧印加により前記第二基板を前記第一基板側に撓ませて
、前記第一反射膜及び前記第二反射膜間のギャップ寸法を変化させるギャップ変更部と、
を備えることが好ましい。
　本発明では、分光フィルターとして、第一基板に設けられた第一反射膜、及び第二基板
に設けられた第二反射膜間のギャップ寸法に応じた波長の光を取り出すことができる波長
可変型のファブリーペローエタロンを用いる。
　これにより、ギャップ変更部を駆動して、ギャップ寸法を変更することにより複数の波
長の光を短時間で取り出すことができ、カラーパターンの測色に要する時間の短縮を図る
ことができる。また、ファブリーペローエタロンは、例えばＡＯＴＦやＬＣＴＦ等を用い
る場合に比べて、小型化が可能であり、分光測定装置の小型化を図ることができる。
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【００１３】
　本発明の分光測定装置において、前記入射光を取り込むための入射光取込部と、前記入
射光取込部を囲んで配置され、前記カラーパターンが表示された表示面に押し当てられる
ことで外光を遮光する押し当て部と、を備えることが好ましい。
　本発明では、分光測定装置の入射光取込部を囲んで遮光性の押し当て部が配置されてお
り、カラーパターンが表示されている表示面に押し当て部が押し当られ、密着されること
により、外光の混入を抑制することができ、測色精度を向上させることができる。
　なお、押し当て部は、弾性部材で形成されていることが好ましい。これにより、押し当
て部を表示対象に対して確実に密着させることができる。
　また、押し当て部は、表面が反射防止性及び遮光性を有することが好ましい。これによ
り、入射光が表面で反射することを抑制でき、反射光による測色への影響を抑制でき、か
つ、測定対象光以外の外光の侵入を抑制できる。
【００１４】
　さらに、本発明の分光測定装置において、前記押し当て部の内側に配置され、前記表示
面に光を出射する光源を備えることが好ましい。
　本発明では、測色対象が、例えば、紙等の媒体に描画されたカラーパターンのように、
自ら発光しない場合においても、押し当て部の内側に配置された光源からカラーパターン
に対して白色光を出射することにより測定を行うことができる。
【００１５】
　本発明の分光測定装置において、前記分光フィルターに前記入射光を導くテレセントリ
ック光学系を備えることが好ましい。
　本発明では、テレセントリック光学系を備えることにより、入射光を分光フィルターに
直交する方向に導光することができ、かつ、装置の小型化を図ることができる。特に、分
光フィルターとして波長可変干渉フィルターを用いる場合、各反射膜に対して直交するよ
うに入射光を導光する必要がある。従って、テレセントリック光学系を備えることにより
、高速かつ高精度の面分光を行うことができ、かつ小型化が可能な分光測定装置を提供す
ることができる。
【００１６】
　本発明の分光測定装置において、前記撮像部は、各カラーパッチをそれぞれ複数の画素
で撮像することが好ましい。
　本発明では、１つのカラーパッチを撮像素子の複数画素で受光（撮像）する。これによ
り、画像表示装置における画素やドット間の色再現性のばらつきや、撮像素子の受光感度
のばらつきを平均化することができ、Ｓ／Ｎ比を向上させることができる。
【００１７】
　本発明の分光測定装置において、動作状況及び測定結果の少なくともいずれかを含む通
知を報知する報知部を備えることが好ましい。
　本発明では、報知部により分光測定装置の動作状況や測定結果等を使用者に対して通知
する。これにより、使用者が分光測定装置の動作状況や測色結果を容易に把握することが
できる。なお、報知部としては、例えば、通知を画像として出力させる表示部や、音声と
して出力させる音声出力部等が挙げられる。
【００１８】
　本発明のカラーマネージメントシステムは、入射光を分光して所定波長の光を選択し、
かつ前記選択する光の波長を変更可能な分光フィルターと、前記分光フィルターにより分
光された光を撮像し、分光画像を取得する撮像部と、前記撮像部により、画像出力装置か
ら出力された複数色のカラーパッチを含むカラーパターンに対する複数の分光画像が取得
された場合に、各分光画像の各画素における光量、及び当該画素の座標値を対応づけた測
定データをプロファイル作成用データとして出力するデータ出力部と、を有する分光測定
装置と、前記分光測定装置から出力されたプロファイル作成用データを用いて当該画像出
力装置のプロファイルを作成するプロファイル作成部を有するプロファイル作成装置と、
を備えたことを特徴とする。
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【００１９】
　本発明では、分光測定装置は、上述したような測定データをプロファイル作成用データ
としてプロファイル作成装置に出力し、プロファイル作成装置は、プロファイル作成用デ
ータを用いて画像出力装置のプロファイルを作成する。
　これにより、同時に多数のカラーパッチを測定することができ、測定及びプロファイル
作成に要する時間の短縮を図ることができる。また、分光測定装置は、測定の際に撮像部
をカラーパターンに対して走査させる必要がないので、撮像部を移動させる移動装置を設
ける必要がなく、分光測定装置の簡略化及び小型化を図ることができ、カラーマネージメ
ントシステムの簡略化及び小型化を図ることができる。
　また、上記のような測定データは、画像出力装置から出力された画像の正確なスペクト
ルデータであるため、プロファイル作成装置は、このような測定データを用いることで、
元画像に対して色再現性が高いプロファイルを作成することができる。また、上述のよう
に、分光測定装置における測色処理を迅速に実施することができるため、プロファイル作
成に係る時間も短縮することができる。
【００２０】
　本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記プロファイル作成装置は、前記
画像出力装置に前記カラーパターンを出力させるパターン出力手段を備え、前記パターン
出力手段は、所定サイズの前記カラーパッチがマトリクス状に配置された前記カラーパタ
ーンを出力させることが好ましい。
　本発明では、カラーパッチがマトリクス状に配置されているため、カラーパターンにお
けるカラーパッチの位置を容易に特定することができる。
【００２１】
　本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記パターン出力手段は、前記複数
のカラーパッチ間に基準色が表示された前記カラーパターンを出力させ、前記分光測定装
置は、前記分光画像の前記基準色の画素位置、及び前記カラーパッチの画素位置を特定し
、特定した前記基準色の画素位置の測定データをリファレンスとした前記プロファイル作
成用データを出力することが好ましい。
　本発明では、カラーパッチ間に基準色、（例えば、白色）が表示されたカラーパターン
を撮像して、基準色に基づく測定データと、カラーパッチに基づく測定データを取得して
、基準色に基づく測定データをリファレンスとしたプロファイル作成データを出力する。
例えば、基準色の測定値を基準に、その相対値としてカラーパッチの測色結果を出すこと
ができ、このような相対値を出力することで、画像表示装置に対する最適なプロファイル
を精度よく生成することができる。また、本発明では、カラーパターンの分光画像を取得
するため、カラーパッチと隣り合う基準色を用いることで、面内特性（例えば、撮像素子
の画素間特性差や、ファブリーペローエタロンにおける反射膜間のギャップ寸法の差、反
射膜の膜厚差等）の影響を受けにくい。したがって、面分光により得られた分光画像を撮
像する本発明において測定精度の向上を図ることができる。
【００２２】
　また、本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記パターン出力手段は、前
記カラーパッチ間に黒色のラインを配置した前記カラーパターンを出力させることが好ま
しい。
　本発明では、カラーパッチ間に黒ラインが表示されたカラーパターンを撮像することに
より、隣接するカラーパッチからの光を分離することができ、あるカラーパッチからの光
が、隣接するカラーパッチからの光の干渉を受けることがなく、測色精度の低下を抑制で
き、測色精度を向上させることができる。
【００２３】
　本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記パターン出力手段は、前記カラ
ーパターンの出力前に、当該カラーパターンの表示領域全体に基準色を配置した基準色画
像を表示させ、前記分光測定装置は、前記基準色画像の測定データをリファレンスとした
前記プロファイル作成用データを出力することが好ましい。
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　本発明では、基準色に基づく測定データをリファレンスとしたプロファイル作成用デー
タを出力する。これにより、上記発明と同様、基準色と各カラーパッチの色差を容易に算
出でき、測色精度を向上させることができる。
【００２４】
　本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記分光測定装置は、前記基準色画
像を検知する基準色画像検知手段を備え、前記基準色画像が検知されたことをトリガーと
して、測定を開始することが好ましい。
　本発明では、分光測定装置が、基準色を検知することで、測色処理を開始する。これに
より、カラーパターンの表示タイミングに合わせて、分光測定装置に測定開始の指示を行
う必要がない。すなわち、画像出力装置と分光測定装置とを直接又はＰＣ等の制御装置等
を介して接続してタイミングを同期する必要がなく、使用者により測色開始の操作を行う
必要もないので、分光測定装置をカラーパターンの表示位置に配置して、画像表示装置に
カラーパターンを表示させる指示を行うという簡単な操作でプロファイルを作成できる。
【００２５】
　また、本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記パターン出力手段は、前
記カラーパターンの出力前に、前記分光測定装置における測定開始を指示する識別画像を
表示させ、前記分光測定装置は、前記識別画像を検知する識別画像検知手段を備え、前記
識別画像が検知されたことをトリガーとして、測定を開始することが好ましい。
　本発明では、画像出力装置に対して、識別表示を表示させた後、カラーパターンを表示
させることにより、画像出力装置のカラーパターンの表示タイミングに合わせて、分光測
定装置に測定開始の指示を行う必要がない。すなわち、画像出力装置と分光測定装置とを
直接又はＰＣ等の制御装置等を介して接続してタイミングを同期する必要がなく、使用者
により測色開始の操作を行う必要もないので、使用者は、分光測定装置をカラーパターン
の表示位置に配置して、画像表示装置にカラーパターンを表示させる指示を行うという簡
単な操作でプロファイルを作成できる。
【００２６】
　本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記パターン出力手段は、前記分光
測定装置の配置位置を指示する指示画像を出力させることが好ましい。
　本発明では、分光測定装置の配置位置を指示する指示画像を画像表示装置に表示させる
ことにより、分光測定装置の撮像領域と、カラーパターンの表示領域とが重なる位置に、
分光測定装置を配置させることが容易となり、高精度の測色を容易に行うことができる。
【００２７】
　本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記パターン出力手段は、前記カラ
ーパッチの配置位置が異なる複数のカラーパターンを順次出力させることが好ましい。
　画像表示装置は、表示位置毎に色再現性のばらつきがある場合がある。また、受光部は
、受光位置毎に受光感度のばらつきがある場合がある。従って、同一の色を異なる表示位
置に表示させ、異なる画素位置の受光素子で受光することにより、画像表示装置の表示位
置毎の色再現性のばらつきや、受光部の受光位置毎の受光感度のばらつきを平均化したプ
ロファイル作成用データを取得することができ、Ｓ／Ｎ比を向上させることができる。
【００２８】
　本発明のカラーマネージメントシステムにおいて、前記パターン出力手段は、前記カラ
ーパッチの色がそれぞれ異なる複数のカラーパターンを順次出力させることが好ましい。
　本発明では、カラーパッチの色が互いに異なる複数のカラーパターンを画像表示装置に
順次表示させ、これら複数のカラーパターンを測色して得られたプロファイル作成用デー
タを用いて、プロファイルを作成する。これにより、１つのカラーパターンを測色する場
合よりも多くの色のカラーパッチを測色することができ、測色精度の向上を図ることがで
きる。
【００２９】
　本発明のプロファイル作成方法は、入射光を分光して所定波長の光を選択し、かつ前記
選択する光の波長を変更可能な分光フィルター、及び前記分光フィルターにより分光され
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た光を撮像し、分光画像を取得する撮像部を有する分光測定装置と、画像出力装置のプロ
ファイルを作成するプロファイル作成装置と、を備えたカラーマネージメントシステムに
おけるプロファイル作成方法であって、前記分光フィルターにより選択させる光の波長を
変化させながら、前記画像出力装置から出力された複数色のカラーパッチを含むカラーパ
ターンを、前記撮像部により撮像し、複数の波長の分光画像を取得する分光画像取得ステ
ップと、分光画像の各画素における光量と、当該画素の座標値とを対応づけた測定データ
をプロファイル作成用データとして出力するデータ出力ステップと、前記プロファイル作
成用データを用いて前記画像出力装置のプロファイルを作成するプロファイル作成ステッ
プと、を実施することを特徴とする。
【００３０】
　本発明では、分光フィルターにより分光させる波長を変化させながら、画像出力装置か
ら出力された複数色のカラーパッチを含むカラーパターンを、撮像部により撮像し、複数
の波長の分光画像を取得する分光画像取得ステップと、分光画像の各画素における光量と
、当該画素の座標値とを対応づけた測定データをプロファイル作成用データとして出力す
るデータ出力ステップと、前記プロファイル作成用データを用いて画像出力装置のプロフ
ァイルを作成するプロファイル作成ステップと、を実施する。
　これにより、測定の際に撮像部をカラーパターンに対して走査させなくとも同時に多数
のカラーパッチを測定することができ、測定に要する時間の短縮を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第一実施形態に係るカラーマネージメントシステムの概略構成を示すブ
ロック図。
【図２】第一実施形態の測定対象画像を説明する図。
【図３】本発明の第一実施形態に係る分光測定装置の概略構成を示す断面図。
【図４】波長可変干渉フィルターの概略構成を示す断面図。
【図５】分光測定装置の表示部に表示される通知画像を説明する図。
【図６】前記カラーマネージメントシステムの処理を示すフローチャート。
【図７】画像表示装置の表示態様を説明する正面図。
【図８】画像表示装置及び分光測定装置の設置方法を説明する正面図。
【図９】図６に示す測色処理を示すフローチャート。
【図１０】第二実施形態の測定対象画像を説明する図。
【図１１】カラーマネージメントシステムの変形例の概略構成を示すブロック図。
【図１２】カラーマネージメントシステムの変形例の概略構成を示すブロック図。
【図１３】本発明の分光測定装置の変形例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
[第一実施形態]
　以下、本発明に係る第一実施形態について、図面に基づいて説明する。
　［カラーマネージメントシステムの構成］
　図１は、本発明の第一実施形態に係るカラーマネージメントシステム１の概略構成を示
すブロック図である。
　カラーマネージメントシステム１は、分光測定装置２と本発明のプロファイル生成装置
であるＰＣ７とを備える。このカラーマネージメントシステム１は、分光測定装置２が、
本発明の画像出力装置である画像表示装置８に表示されたカラーパターンからの測定対象
光から複数波長に対応する分光画像を撮像し、これらの分光画像から各色に対する測定デ
ータを取得する。そして、ＰＣ７が当該測定データを用いて画像表示装置８のプロファイ
ルを作成する。
【００３３】
　（ＰＣ及び画像表示装置の構成）
　ＰＣ７は、画像データ出力部７１と、プロファイル出力部７２と、記憶部７３とを備え
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、分光測定装置２及び画像表示装置８と通信可能に構成されている。
　画像データ出力部７１は、表示部８２に測定対象画像Ｘを表示させるための画像データ
を画像表示装置８に出力し、測定対象画像Ｘを画像表示装置８に表示させる。なお、測定
対象画像Ｘの画像データは、予め記憶部７３に記憶しておいてもよいし、記憶部７３に記
憶されているプログラムや各種データ等を用いて生成してもよい。
　プロファイル出力部７２は、分光測定装置２によって測定された測定対象画像Ｘの測定
データを用いて画像表示装置８のプロファイルを作成する。また、プロファイル出力部７
２は、作成したプロファイルを画像表示装置８に出力する。
　これら画像データ出力部７１及びプロファイル出力部７２は、ＰＣ７が備えるＣＰＵ、
ＲＯＭ及びＲＡＭ等により構成された演算回路により、記憶部７３に記憶されたプログラ
ムを読み込んで実施することで実現される。
　記憶部７３は、画像データ出力部７１及びプロファイル出力部７２による処理を実行す
るためのプログラムや各種データを記憶している。
　なお、ＰＣ７は、キーボードやマウス等の図示しない入力部を備えており、使用者によ
る入力部の操作に応じて動作する。
【００３４】
　プロファイル作成対象である画像表示装置８は、表示制御部８１と、表示部８２とを備
える。この画像表示装置８は、液晶ディスプレイ、プラズマディスプレイ、有機ＥＬディ
スプレイ等の各種ディスプレイであり、表示制御部８１の制御に基づいて、測定対象画像
Ｘを表示部８２に表示する。
　また、表示制御部８１は、カラーマネージメントシステム１によって作成されたプロフ
ァイルを用いて表示部８２の色調整を行う。
【００３５】
　（測定対象画像）
　以下、表示部８２に表示され、分光測定装置２によって測定される測定対象画像Ｘにつ
いて説明する。
　図２は、測定対象画像Ｘを示す図である。
　測定対象画像Ｘとして、図２に示すように、分光測定装置２に測定開始を指示するため
の識別画像９が表示された後、画像表示装置８のプロファイルを作成するために測定デー
タを取得するためのカラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄが、順次表示され、
次いで、測定終了を指示するための識別画像９が表示される。
　カラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ及び識別画像９は、それぞれ、分光測
定装置２による測定データの取得に要する所定測定時間だけ表示される。
【００３６】
　図２（ａ）に示す識別画像９は、ＲＧＢ値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５５
）の基準色である白を表示する画像である。分光測定装置２は、識別画像９を測定するこ
とにより基準色データを取得し、これをリファレンスとして測定データを補正する。識別
画像９は、カラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄと同様に所定測定時間だけ表
示される。なお、本実施形態では、識別画像９は、基準色を表示する本発明の基準色画像
を兼ねている。
【００３７】
　ここで、分光測定装置２は、後述するように、所定波長のみを透過させることができ、
当該波長を変更可能な波長可変干渉フィルターを備えている。この波長可変干渉フィルタ
ーは、識別画像９が表示された時点、すなわち、測定開始前の待機状態（非駆動状態）に
おいても、待機状態に対応する待機時波長（初期ギャップに対応する波長）の光を透過さ
せることができる。従って、待機時波長を含む光を発する識別画像９が分光測定装置２の
測定領域、すなわち撮像素子３２の撮像領域（以下、分光測定装置２の撮像領域とも称す
る）に表示されると、分光測定装置２は識別画像９が表示されたことを検知し、検知した
ことをトリガーとして測定を開始する。分光測定装置２による、識別画像９の検知につい
ては後に詳述する。
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【００３８】
　カラーパターン１０Ａは、図２（ｂ）に示すように、分光測定装置２の撮像領域にマト
リクス状に配置され表示される複数のカラーパッチ１０１と、カラーパッチ１０１の間に
表示された黒ライン１０２とを有する。
　複数のカラーパッチ１０１は、それぞれ異なる色を表示する。本実施形態のようにプロ
ファイル作成対象が各種ディスプレイである表示部８２を備える画像表示装置８である場
合、複数のカラーパッチ１０１は、ＲＧＢ値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（０，０，０）～（２５５
，２５５，２５５）である画像表示装置８の表示特性を把握するのに必要な全ての色、即
ち、夫々階調が異なる所定色の各色に対応するカラーパッチである。
　また、黒ライン１０２は、ＲＧＢ値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（０，０，０）である黒を表示す
るラインである。
【００３９】
　カラーパターン１０Ｂは、図２（ｂ）に示す仮想線Ｌ１（カラーパターン１０Ａの中心
Ｏｃを上下方向に通る直線）に対してカラーパターン１０Ａと線対称となるように、カラ
ーパターン１０Ａの各カラーパッチ１０１の表示位置を変更したものである。
　また、カラーパターン１０Ｃは、図２（ｂ）に示す仮想線Ｌ２（カラーパターン１０Ａ
の中心Ｏｃを左右方向に通る直線）に対してカラーパターン１０Ａと線対称となるように
、カラーパターン１０Ａの各カラーパッチ１０１の表示位置を変更したものであり、カラ
ーパターン１０Ｄは、カラーパターン１０Ａの中心Ｏｃに対してカラーパターン１０Ａと
点対称となるように、カラーパターン１０Ａの各カラーパッチ１０１の表示位置を変更し
たものである。
　これらカラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄの一辺の寸法は、例えば、１ｍ
ｍ～１０ｍｍ程度であり、１つのカラーパッチ１０１は、表示部８２の複数画像によって
表示されている。
【００４０】
　また、図２（ｆ）に示す、識別画像９は、分光測定装置２に測定終了を指示する画像で
あり、ＲＧＢ値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２５５，２５５，２５５）の基準色である白を表示す
る画像である。分光測定装置２は、識別画像９が表示されたことを検知して、測定を終了
する。
【００４１】
　なお、図２では、一例として、１６種類のカラーパッチ１０１を含むカラーパターン１
０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄを示すが、１６種類以上、例えば、１００種類のカラーパ
ッチ１０１を含むカラーパターンを表示させてもよい。
　また、本実施形態では、画像データ出力部７１は、識別画像９以外にも、表示部８２に
おける分光測定装置２の配置位置を指示するための測定位置マーク（図７に示す測定位置
マーク１１参照）を表示させる。
【００４２】
　［分光測定装置の構成］
　図３は、分光測定装置２の概略構成を示す断面図である。
　分光測定装置２は、図１及び図３に示すように、測定対象画像Ｘからの測定対象光を撮
像する光センサー部３と、分光測定装置２を制御するための各種回路が設けられた回路基
板６と、光源２１と、表示部２２と、電池２３とを備え、光センサー部３と、回路基板６
と、光源２１と、電池２３と、が外装ケース２４に収容され、表示部２２が外装ケース２
４に設けられた設置部に設置されている。そして、この分光測定装置２は、測定対象画像
Ｘの像を撮像して、分光画像を取得する。
【００４３】
　外装ケース２４には、測定対象光を光センサー部３に取り込むための光入射口２４１が
形成されており、光入射口２４１の周囲に押し当て部２５が設けられている。この押し当
て部２５は、弾性部材で形成され、画像表示装置８の表示部８２に押し当てられた際に、
変形して表示部８２に隙間なく密着することで、測定対象光以外の外光が光入射口２４１
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に侵入することを抑制する遮光性の部材である。また、押し当て部２５は、表面が黒色で
あり、表面での光の反射を抑制可能に構成されている。
【００４４】
　光源２１は、ＬＥＤ等の、例えば、白色及び紫の色光を出射する光源であり、外装ケー
ス２４の光入射口２４１の周囲で、かつ、押し当て部２５によって囲まれた領域に設けら
れている。この光源２１は、測定対象画像Ｘが、例えば、紙等の自ら発光しない媒体に描
画されている場合、測定対象画像Ｘに向けて光を出射し、分光測定装置２は、その反射光
を測定する。
【００４５】
　表示部２２は、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイ等の各種表示装置であり、回
路基板６を挟み撮像素子３２と反対側に外装ケース２４に設けられた設置部に設置されて
いる。表示部２２は、分光測定装置２の動作状況や、測定結果等を使用者に通知するため
の通知画像等を表示する。すなわち、表示部２２は、本発明の報知部に相当する。
　電池２３は、分光測定装置２に電力を供給する電源であり、図示しない充電回路により
充電可能に構成された二次電池である。なお、分光測定装置２は、スマートフォンや携帯
電話等の携帯端末装置及びＰＣ７等の外部装置に接続可能に構成し、当該外部装置から電
力の供給を受けてもよい。
【００４６】
　［光センサー部の構成］
　光センサー部３は、波長可変干渉フィルター５が筐体４０内部に収納されて構成される
光学フィルターデバイス４と、波長可変干渉フィルター５に測定対象光を導くテレセント
リック光学系３１と、波長可変干渉フィルター５を透過した光を受光する撮像素子３２と
、波長可変干渉フィルター５で透過させる光の波長を可変する電圧制御部３３とを備える
。
　これら光学フィルターデバイス４と、テレセントリック光学系３１と、撮像素子３２と
が、両端が開口する光学部品用筐体３４の所定の位置に配置されている。光学部品用筐体
３４の回路基板６側の端部に撮像素子３２が配置され、反対側の端部にテレセントリック
光学系３１を構成する光学部品が配置されており、当該反対側の端部は、外装ケース２４
に形成された光入射口２４１に接続している。
【００４７】
　（波長可変干渉フィルターの構成）
　図４は、波長可変干渉フィルター５の概略構成を示す断面図である。
　波長可変干渉フィルター５は、筐体４０に収容されており、筐体４０の内部は密閉空間
となり、真空環境（又は大気圧よりも減圧された環境）に維持されている。この波長可変
干渉フィルター５は、図４に示すように、本発明の第一基板である固定基板５１、及び本
発明の第二基板である可動基板５２を備えている。これらの固定基板５１及び可動基板５
２は、固定基板５１の第一接合部５１３及び可動基板の第二接合部５２３が、例えばシロ
キサンを主成分とするプラズマ重合膜などにより構成された接合膜５３（第一接合膜５３
１及び第二接合膜５３２）により接合されることで、一体的に構成されている。
　なお、以降の説明に当たり、固定基板５１又は可動基板５２の基板厚み方向から見た平
面視、つまり、固定基板５１、接合膜５３、及び可動基板５２の積層方向から波長可変干
渉フィルター５を見た平面視を、フィルター平面視と称する。
【００４８】
　フィルター平面視において、固定基板５１の一辺側は、可動基板５２よりも外側に突出
する。この突出部分のうち、波長可変干渉フィルター５を可動基板５２側から見た際に露
出する面は、第一電装面５１４を構成する。
　また、フィルター平面視において、可動基板５２の辺のうち、第一電装面５１４に対向
する一辺側は、固定基板５１よりも外側に突出する。この突出部分のうち、波長可変干渉
フィルター５を固定基板５１側から見た際に露出する面は、第二電装面５２４を構成する
。
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【００４９】
　固定基板５１には、電極配置溝５１１及び反射膜設置部５１２が形成されている。この
固定基板５１は、可動基板５２に対して厚み寸法が大きく形成されており、固定電極５６
１及び可動電極５６２間に電圧を印加した際の静電引力や、固定電極５６１の内部応力に
よる固定基板５１の撓みはない。
【００５０】
　電極配置溝５１１は、フィルター平面視で、波長可変干渉フィルター５の中心点Ｏを中
心とした環状に形成されている。反射膜設置部５１２は、前記平面視において、電極配置
溝５１１の中心部から可動基板５２側に突出して形成されている。ここで、電極配置溝５
１１の溝底面は、固定電極５６１が配置される電極設置面５１１Ａとなる。また、反射膜
設置部５１２の突出先端面は、反射膜設置面５１２Ａとなり、固定反射膜５４が設置され
ている。
　また、固定基板５１には、電極配置溝５１１から、第一電装面５１４及び第二電装面５
２４に向かって延出する電極引出溝５１１Ｂが設けられている。
【００５１】
　電極配置溝５１１の電極設置面５１１Ａには、固定電極５６１が設けられている。この
固定電極５６１は、電極設置面５１１Ａのうち、後述する可動部５２１の可動電極５６２
に対向する領域に設けられている。
　そして、固定基板５１には、固定電極５６１の外周縁から、環状の電極引出溝５１１Ｂ
を通り、第一電装面５１４まで延出する固定引出電極５６３が設けられている。この固定
引出電極５６３の延出先端部は、第一電装面５１４において固定電極パッド５６３Ｐを構
成する。
　なお、本実施形態では、電極設置面５１１Ａに１つの固定電極５６１が設けられる構成
を示すが、例えば、平面中心点Ｏを中心とした同心円となる２つの電極が設けられる構成
（二重電極構成）などとしてもよい。
【００５２】
　そして、固定基板５１の可動基板５２に対向する面のうち、電極配置溝５１１、反射膜
設置部５１２、及び電極引出溝５１１Ｂが形成されない面は、第一接合部５１３を構成す
る。この第一接合部５１３には、第一接合膜５３１が設けられ、この第一接合膜５３１が
、可動基板５２に設けられた第二接合膜５３２に接合されることで、上述したように、固
定基板５１及び可動基板５２が接合される。
【００５３】
　可動基板５２は、フィルター平面視において、平面中心点Ｏを中心とした円形状の可動
部５２１と、可動部５２１の外側に設けられ、可動部５２１を保持する保持部５２２と、
保持部５２２の外側に設けられた基板外周部５２５と、を備えている。
　可動部５２１は、保持部５２２よりも厚み寸法が大きく形成されている。この可動部５
２１は、フィルター平面視において、少なくとも反射膜設置面５１２Ａの外周縁の径寸法
よりも大きい径寸法に形成されている。そして、この可動部５２１には、可動電極５６２
及び本発明の第二反射膜である可動反射膜５５が設けられている。
【００５４】
　可動電極５６２は、電極間ギャップＧ２を介して固定電極５６１に対向し、固定電極５
６１と同一形状となる環状に形成されている。また、可動基板５２には、可動電極５６２
の外周縁から第二電装面５２４に向かって延出する可動引出電極５６４を備えている。こ
の可動引出電極５６４の延出先端部は、第二電装面５２４において可動電極パッド５６４
Ｐを構成する。
　可動反射膜５５は、可動部５２１の可動面５２１Ａの中心部に、固定反射膜５４と反射
膜間ギャップＧ１を介して対向して設けられる。
【００５５】
　保持部５２２は、可動部５２１の周囲を囲うダイアフラムであり、可動部５２１よりも
厚み寸法が小さく形成されている。このような保持部５２２は、可動部５２１よりも撓み
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やすく、僅かな静電引力により、可動部５２１を固定基板５１側に変位させることが可能
となる。
【００５６】
　基板外周部５２５は、上述したように、フィルター平面視において保持部５２２の外側
に設けられている。この基板外周部５２５の固定基板５１に対向する面は、第一接合部５
１３に対向する第二接合部５２３を備えている。そして、この第二接合部５２３には、第
二接合膜５３２が設けられ、上述したように、第二接合膜５３２が第一接合膜５３１に接
合されることで、固定基板５１及び可動基板５２が接合されている。
【００５７】
　（テレセントリック光学系、撮像素子、電圧制御部の構成）
　テレセントリック光学系３１は、入射光を波長可変干渉フィルター５に導く光学系であ
り、複数のレンズ等の光学部品により構成されている。このテレセントリック光学系３１
は、入射光の主光線が、光軸に平行で、かつ波長可変干渉フィルター５の固定基板５１に
対して直交するように射出する。
【００５８】
　撮像素子３２は、テレセントリック光学系３１の焦点面に位置するように、回路基板６
に設けられている。測定対象画像Ｘから発せられた測定対象光がテレセントリック光学系
３１により導光され、撮像素子３２において結像される。この撮像素子３２は、アレイ状
に配列される複数の検出素子（図示略）を備えている。これらの検出素子は、例えばＣＣ
Ｄ（Charge-Coupled Device）素子や、ＣＭＯＳ（Complementary Metal-Oxide Semicondu
ctor）などの、光電交換素子により構成されており、受光した光の光量に応じた電気信号
を生成して、後述する光量取得部６３に出力する。この撮像素子３２は、図２に示す１つ
のカラーパッチ１０１を複数の検出素子（画素）で撮像する。
　電圧制御部３３は、後述するフィルター制御部６２の制御に応じて、波長可変干渉フィ
ルター５で透過させる光の波長（測定波長）に対応する駆動電圧を波長可変干渉フィルタ
ー５に印加する。
【００５９】
　［回路基板の構成］
　回路基板６は、分光測定装置２を制御するための各種回路を備えている。具体的には、
図１に示すように、記憶部６１、フィルター制御部６２、光量取得部６３、トリガー検知
部６４、位置特定部６５、相対値取得部６６，光源制御部６７，表示制御部６８，及び通
信部６９が設けられている。この回路基板６に設けられた各種回路は、演算回路や、メモ
リーや、各種電気回路等を適宜組み合わせることによって構成される。
【００６０】
　記憶部６１は、分光測定装置２を制御するための各種プログラムや、各種データが記憶
されている。当該データは、例えば、静電アクチュエーター５６に印加する駆動電圧に対
する透過光の波長を示す相関データＶ－λデータや、上述の測定対象画像Ｘの変更パター
ン（所定測定時間や、カラーパターンの情報等）や、測定波長に関する情報（測定開始波
長、波長の変更間隔、及び測定終了波長等）である。また、記憶部６１は、光量取得部６
３で取得された受光量が、各検出素子の画素位置（座標値）及び検出時の測定波長と関連
付けられた分光画像として記憶される。
【００６１】
　フィルター制御部６２は、記憶部６１に記憶されているＶ－λデータに基づいて、測定
波長に対応する駆動電圧の電圧値（入力値）を取得し、取得した電圧値を電圧制御部３３
に出力して、波長可変干渉フィルター５のギャップの間隔を変動させる。
　また、フィルター制御部６２は、記憶部６１に記憶されている各種データに基づいて、
測定波長の変更タイミングの検出、測定波長の変更、測定波長の変更に応じた駆動電圧の
変更、及び測定終了の判断等を行い、当該判断に基づいて電圧制御部３３を制御する。
【００６２】
　光量取得部６３は、透過光の受光量を、撮像素子３２の検出素子毎に取得することで分
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光画像を取得する。画素位置と受光量とが対応づけられた分光画像は、検出時の測定波長
に関連付けられ、記憶部６１に記憶される。なお、受光部３２及び光量取得部６３が、本
発明の撮像部に相当する。
　トリガー検知部６４は、本発明の識別画像検知手段及び基準色画像検知手段に相当し、
表示部８２に識別画像９が表示された場合に、撮像素子３２によって検出された各画素位
置での受光量や、光量取得部６３によって取得された分光画像から、識別画像９が表示さ
れていることを検知する。
【００６３】
　位置特定部６５は、本発明の位置特定手段に相当し、光量取得部６３によって取得され
た各測定波長の分光画像からなる測定データから、基準色が表示された画素位置や、カラ
ーパッチ１０１が表示された画素位置を特定する。画素位置の特定は、画素位置毎の測定
データの受光量のパターンから各画素位置の色を特定することで行う。
　相対値取得部６６は、識別画像９を測定することで取得された基準色データ（表示部８
２に表示された白色の測定データ）をリファレンスとして、各カラーパターンの測定デー
タとの相対値を算出する。
【００６４】
　光源制御部６７は、使用者の指示に応じて光源２１の点灯、消灯を制御する。
　表示制御部６８は、表示部２２の表示内容を制御する。表示内容としては、例えば、分
光測定装置２の動作状況や、測定結果等を使用者に報知するための通知画像である。図５
には、通知画像の一例を示す。図５に示す通知画像１３は、使用者に分光測定装置２が測
定中であることを通知するための画像である。
　通信部６９は、分光測定装置２による測定対象画像Ｘの測定結果である測定データ及び
相対値取得部６６により算出された相対値を、プロファイル作成用データとしてＰＣ７に
出力する。通信部６９は、ＬＡＮ等を介した有線通信や、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）やＢｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）や赤外線通信等の各種無線通信により、ＰＣ７と通信可能に
構成される。なお、記憶部６１及び通信部６９は、本発明のデータ出力部に相当する。
【００６５】
　［カラーマネージメントシステムの動作］
　図６は、カラーマネージメントシステム１の動作を示すフローチャートである。
　図６に示すように、ＰＣ７が、使用者によるプロファイル作成指示を受けると（Ｓ１）
、画像データ出力部７１は、図７に示すように、測定位置マーク１１を画像表示装置８の
表示部８２に表示させる（Ｓ２）。なお、図７では、測定対象画像Ｘが表示される表示領
域Ａｒｄを破線で示している。測定位置マーク１１は、測定対象画像Ｘの表示領域、すな
わち分光測定装置２の撮像領域を囲んで配置された三角形状のマークである。
　表示部８２に測定位置マーク１１が表示された後、使用者は、分光測定装置２を画像表
示装置８の表示部８２に配置する。図８に示すように、分光測定装置２の表示部２２が設
けられている側の外装ケース２４の表面には、表示領域Ａｒｄと分光測定装置２の撮像領
域とが一致するように分光測定装置２を表示部８２に配置するための位置合わせ用マーク
１２が設けられている。使用者は、位置合わせ用マーク１２を測定位置マーク１１に合わ
せるように分光測定装置２を配置することで、表示領域Ａｒｄと撮像領域とを一致させた
状態で分光測定装置２を配置することができる。
【００６６】
　分光測定装置２を表示部８２に配置した使用者は、ＰＣ７に測定開始の指示を行う。測
定開始の指示を受けたＰＣ７は、画像データ出力部７１が、表示部８２に表示させるカラ
ーパターンを画像表示装置８に出力することによりカラーパターンの表示指示を行う（Ｓ
３）。
　カラーパターンの表示指示を受けた画像表示装置８は、表示部８２にカラーパターンを
出力する。
　なお、ＰＣ７は、プロファイル作成指示を受けて所定時間経過したら、カラーパターン
を表示させて分光測定装置２に測定を開始させてもよい。
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【００６７】
　一方、分光測定装置２は、表示部８２の表示を検出すると分光測定処理を実施する。
　分光測定装置２による分光測定処理では、まず、光源制御部６７は、光源２１を点灯す
るか否かを判定する（Ｓ１１）。このＳ１１では、使用者による光源２１の点灯指示があ
るか否を判断する。又は、図示しない照度センサーによる検出結果により光源２１を点灯
させる必要があるか否かを判断してもよい。
　Ｓ１１において、光源２１を点灯させると判断した場合、光源制御部６７は、光源２１
に電力を供給して光源２１を点灯させ（Ｓ１２）、その後、分光測定装置２は、測色処理
を行う（Ｓ１３）。一方、光源制御部６７は、光源２１を点灯させないと判断した場合、
光源２１を点灯させずに測色処理を行う（Ｓ１３）。
【００６８】
　（測色処理）
　図９は、図６に示すＳ１３の測色処理の詳細を示すフローチャートである。
　Ｓ３において、ＰＣ７によって画像表示装置８にカラーパターンの表示指示が行われる
と、画像表示装置８の表示部８２に、図２（ａ）～（ｆ）に示す各測定対象画像Ｘが順次
表示される。
　すなわち、最初に、図２（ａ）に示すように、Ａｒｄには識別画像９が表示される。な
お、識別画像９が表示された時点では、測定開始前であり、波長可変干渉フィルター５は
待機状態にあり、反射膜間ギャップＧ１の寸法は、初期ギャップ寸法となっている。識別
画像９が表示されると、上記初期ギャップ寸法に対応する波長の光が波長可変干渉フィル
ター５を透過して、撮像素子３２の全面で検出される。トリガー検知部６４は、撮像素子
３２の各画素における受光パターンから、表示されている画像が識別画像９であることを
検知する（Ｓ１３１）。このトリガー検知部６４による検知処理をトリガーとして、分光
測定装置２は、分光測定を開始する。
【００６９】
　トリガー検知部６４により識別画像９が検知されると、フィルター制御部６２は、測定
波長に対応する駆動電圧を印加するように電圧制御部３３を制御する。電圧制御部３３は
、静電アクチュエーター５６に当該駆動電圧を印加する（Ｓ１３２）。
　上記駆動電圧が静電アクチュエーター５６に印加されると、反射膜間ギャップＧ１が当
該駆動電圧に応じた寸法に変更される。そして、測定波長の光が波長可変干渉フィルター
５を透過し、撮像素子３２によって検出され、フィルター制御部６２によって測定波長の
分光画像が取得される（Ｓ１３３）。
　取得された分光画像は、受光量と画素位置とが対応付けられて記憶部６１に、識別画像
９に基づく基準色データとして記憶される（Ｓ１３４）。
【００７０】
　次に、フィルター制御部６２は、表示されていた測定対象画像Ｘ（基準色の識別画像９
及び各カラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ）について、予め設定された全測
定波長で測定し、分光画像を取得したか、すなわち全測定波長で測定が終了したか否かを
判断する（Ｓ１３５）。全測定波長での測定が終了していない場合、フィルター制御部６
２は、測定波長を変更する（Ｓ１３６）。以下、全測定波長での測定が終了するまでＳ１
３２～Ｓ１３６のステップを繰り返す。
【００７１】
　次に、フィルター制御部６２は、新たに表示された測定対象画像Ｘが、識別画像９であ
るか否かを判断する。識別画像９ではない場合、すなわち、カラーパターンが表示されて
いる場合、測定を終了させずに、測定波長を変更して（Ｓ１３６）、全測定波長でのカラ
ーパターンの測定を行う（Ｓ１３２～Ｓ１３６）。
　一方、フィルター制御部６２は、識別画像９が表示されたことを検知すると（Ｓ１３７
）、測定を終了する。
　次に、相対値取得部６６は、取得された基準色データの各画素位置の測定データをリフ
ァレンスとして、分光画像の各画素位置での測定データとの相対値を算出し（Ｓ１３８）
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、算出した相対値を各画素の測定データに関連付けて記憶する。
【００７２】
　この後、図６に戻り、分光測定装置２は、記憶部６１に記憶されている測定データ及び
相対値をプロファイル作成用データとして通信部６９からＰＣ７に出力する（Ｓ１４）。
　ＰＣ７は、分光測定装置２からプロファイル作成用データを受信すると（Ｓ４）、プロ
ファイル出力部７２により、画像表示装置８のプロファイルを作成し（Ｓ５）、作成した
プロファイルを画像表示装置８に出力する（Ｓ６）。プロファイルは、例えば、各カラー
パターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄの各測定データの同一のカラーパッチ１０１を
測定している画素位置の受光量の平均値を算出して得られた、平均化された測定データを
用いて作成される。
　なお、プロファイルを受信した画像表示装置８の表示制御部８１は、当該プロファイル
データを用いて表示部８２の色調整を行う。
【００７３】
　［第一実施形態の作用効果］
　本実施形態のカラーマネージメントシステム１及び分光測定装置２では、撮像部を構成
する撮像素子３２の撮像領域に配置された、複数色のカラーパッチ１０１を含むカラーパ
ターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄからの光を、波長可変干渉フィルター５に入射さ
せ、波長可変干渉フィルター５を介して分光された光を撮像部で撮像し分光画像を取得す
る。そして、当該分光画像と受光した画素位置とを対応付けた測定データをプロファイル
作成用データとしてＰＣ７に出力する。
　これにより、同時に多数のカラーパッチ１０１を測定することができ、測定に要する時
間の短縮を図ることができる。また、測定の際に撮像素子３２を含む光センサー部３をカ
ラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄに対して走査させる必要がないので、光セ
ンサー部３を移動させる移動装置を設ける必要がなく、システム及び装置の簡略化及び小
型化を図ることができる。
　また、上記のような測定データは、画像表示装置８から出力された測定対象画像Ｘの正
確なスペクトルデータであるため、プロファイル出力部７２は、このような測定データを
用いることで、元画像に対して色再現性が高いプロファイルを作成することができる。ま
た、上述のように、分光測定装置２における測色処理を迅速に実施することができるため
、プロファイル作成に係る時間も短縮することができる。
【００７４】
　本実施形態の分光測定装置２では、波長可変型のファブリーペローエタロンである波長
可変干渉フィルター５を用いて入射光を分光している。これにより、静電アクチュエータ
ー５６を駆動して、反射膜間ギャップＧ１の寸法を変更することにより複数の波長の光を
短時間で取り出すことができ、カラーパターン１０の測色に要する時間の短縮を図ること
ができる。また、ファブリーペローエタロンは、例えばＡＯＴＦやＬＣＴＦ等を用いる場
合に比べて、小型化が可能であり、分光測定装置の小型化を図ることができるうえ、分光
測定装置に容易に取り付けることができる。
【００７５】
　ところで、波長可変干渉フィルターとして、例えば、平板状の犠牲層の一面に第一反射
膜を形成し、他面に第二反射膜を形成した後、犠牲層をエッチング等により除去すること
で形成される波長可変型エタロンを用いた場合、第一反射膜や第二反射膜に撓みが生じる
場合もある。
　これに対して、本実施形態の分光測定装置２では、波長可変干渉フィルター５は、固定
基板５１上に固定反射膜５４を設け、可動基板５２上に可動反射膜５５を設ける構成であ
り、これにより、各反射膜の撓みや傾斜を抑制することができる。
【００７６】
　本実施形態の分光測定装置２では、光入射口２４１を囲んで遮光性の押し当て部２５が
配置されており、カラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄが表示される表示部８
２の表示面に押し当て部が押し当られ、密着されることにより、外光の混入を抑制するこ
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とができ、測色精度を向上させることができる。
　また、押し当て部２５は、弾性部材で形成されているので、押し当て部２５を表示部８
２の表示面に対して確実に密着させることができる。外光の混入をより効果的に抑制する
ことができる。
　また、押し当て部２５は、表面が反射防止性及び遮光性を有する黒色の部材で形成され
ている。これにより、入射光が押し当て部２５の表面で反射することを抑制でき、反射光
による測色への影響を抑制でき、かつ、測定対象光以外の外光の侵入を抑制できる。
【００７７】
　本実施形態の分光測定装置２では、押し当て部２５の内側に配置され、測定対象画像Ｘ
が表示された表示部８２の表示面に光を出射する光源２１を備える。これにより、測定対
象画像Ｘが、例えば、紙等の媒体に描画されたカラーパターンのように、自ら発光しない
場合においても、押し当て部２５の内側に配置された光源２１からカラーパターンに対し
てリファレンス光を出射することにより測定を行うことができる。
　本実施形態の分光測定装置２では、波長可変干渉フィルター５に入射光を導くテレセン
トリック光学系３１を備えることにより、入射光を波長可変干渉フィルター５の各基板５
１，５２に直交する方向に導光することができ、かつ、装置の小型化を図ることができる
。
【００７８】
　本実施形態の分光測定装置２では、各カラーパッチ１０１をそれぞれ撮像素子３２の複
数の画素で撮像する。すなわち、画像表示装置８の表示部８２の複数画素に跨って表示さ
れている１つのカラーパッチ１０１を、撮像素子３２の複数画素で受光する。これにより
、表示部８２における画素間の色再現性のばらつきや、撮像素子の受光感度のばらつきを
平均化することができ、Ｓ／Ｎ比を向上させることができる。
【００７９】
　本実施形態の分光測定装置２では、表示部２２に、分光測定装置２の動作状況及び測定
結果の少なくともいずれかを含む通知画像１３を表示する。このように、分光測定装置２
の動作状況や測定結果等を使用者に対して通知するための通知画像１３に表示させること
により、使用者が分光測定装置２の動作状況や測定結果を容易に把握することができる。
【００８０】
　本実施形態のカラーマネージメントシステム１では、カラーパッチ１０１がマトリクス
状に配置されているため、カラーパターンにおけるカラーパッチ１０１の位置を容易に特
定することができる。
　また、本実施形態のカラーマネージメントシステム１では、カラーパッチ１０１間に黒
ライン１０２が表示されたカラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄを撮像するこ
とにより、隣接するカラーパッチ１０１からの光を分離することができ、あるカラーパッ
チからの光が、隣接するカラーパッチからの光の干渉を受けることがなく、測色精度の低
下を抑制でき、測色精度を向上させることができる。
【００８１】
　さらに、本実施形態のカラーマネージメントシステム１では、相対値取得部６６により
、特定した基準色の画素位置の測定データをリファレンスとして、当該画素位置のカラー
パッチの測定データとの相対値を算出する。これにより、プロファイル出力部７２は、各
カラーパッチに対する測定データと、相対値とに基づいて、元画像の色を再現性良く表示
部８２に表示させるための最適なプロファイルを生成することができる。
　また、本実施形態では、基準色で表示される識別画像９の各画素における測定データと
、カラーパターンの各画素における測定データとの相対値を算出する。したがって、波長
可変干渉フィルター５や撮像素子３２の面内特性（反射膜間ギャップＧ１や反射膜５４，
５５の膜厚、膜質、撮像素子３２の画素間の特性差等）による影響を受けにくく、画素に
よる特性差を除外した最適なプロファイルを作成することができる。
【００８２】
　本実施形態のカラーマネージメントシステム１では、最初に表示されるカラーパターン
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１０Ａの出力前に、分光測定装置２における測定開始を指示する識別画像９を表示させ、
分光測定装置２は、識別画像９を検知するトリガー検知部６４により識別画像９が検知さ
れたことをトリガーとして、測定を開始する。これにより、画像表示装置８のカラーパタ
ーンの表示タイミングに合わせて、分光測定装置２に測定開始の指示を行う必要がない。
すなわち、分光測定装置２と画像表示装置８とを直接又はＰＣ等の制御装置等を介してタ
イミングを同期する必要がないので、使用者は、分光測定装置２をカラーパターンの表示
位置に配置して、画像表示装置８にカラーパターンを表示させる指示を行うという簡単な
操作でプロファイルを作成できる。
　なお、上述のように、識別画像９の表示から所定期間経過後に、カラーパターンを表示
させるようにＰＣ７を構成した場合、上述のようにタイミングを同期する必要がなく、使
用者により測色開始の操作を行う必要もないので、分光測定装置２を表示位置Ａｒｄに配
置して、画像表示装置８にカラーパターンを表示させる指示を行うというより簡単な操作
でプロファイルを作成できる。
【００８３】
　さらに、本実施形態のカラーマネージメントシステム１では、識別画像９を再度表示さ
せることにより、分光測定装置２に測定終了を指示している。これにより、上述のように
、分光測定装置２と画像表示装置８とで測定終了のタイミングを同期させる必要がないの
で、使用者は、分光測定装置２をカラーパターンの表示位置に配置して、画像表示装置８
にカラーパターンを表示させる指示を行うという簡単な操作でプロファイルを作成できる
。また、分光測定装置２に、予め、測定対象のカラーパターンの数を設定しておかなくと
も、分光測定装置２に測定を終了させることができ、必要に応じて任意の数のカラーパタ
ーンを測定させることができ、汎用性を向上させることができる。
【００８４】
　ここで、波長可変干渉フィルター５を用いる本実施形態のカラーマネージメントシステ
ム１では、識別画像９は、当該波長可変干渉フィルター５の初期ギャップ寸法に対応する
波長の色を含む表示である。このように、識別画像９として待機時の波長可変干渉フィル
ター５を透過可能な波長の光を含む画像を表示することにより、分光測定装置２は、当該
波長の光を撮像素子３２で受光することで、測定開始を認識することができる。また、当
該波長の光を受光したタイミングから所定時間の経過に合わせて静電アクチュエーター５
６を駆動させることでカラーパターンの測定開始タイミングを、カラーパターンの表示タ
イミングに同期させることができる。
【００８５】
　本実施形態のカラーマネージメントシステム１では、画像データ出力部７１は、分光測
定装置２の配置位置を指示する測定位置マーク１１を出力させる。これにより、分光測定
装置２の撮像領域と、測定対象画像Ｘの表示領域Ａｒｄとが重なる位置に、分光測定装置
２を配置させることが容易となり、高精度の測色を容易に行うことができる。
【００８６】
　ところで、画像表示装置８は、表示位置毎に色再現性のばらつきがある場合がある。ま
た、撮像素子３２は、受光位置毎に受光感度のばらつきがある場合がある。
　これに対して、本実施形態のカラーマネージメントシステム１では、画像データ出力部
７１は、カラーパッチ１０１の配置位置が異なる複数のカラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，
１０Ｃ，１０Ｄを順次出力させ、同一の色を異なる表示位置に表示させ、異なる画素位置
で受光することにより、各カラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄの測定データ
を取得できる。したがって、各カラーパターン１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄの測定デ
ータを用いて、プロファイルを作成することにより、画像表示装置８の表示位置毎の色再
現性のばらつきや、撮像素子３２の受光位置毎の受光感度のばらつきを平均化することが
でき、Ｓ／Ｎ比を向上させることができる。
【００８７】
［第二実施形態］
　次に、本発明に係る第二実施形態について、図面に基づいて説明する。
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　上記第一実施形態のカラーマネージメントシステム１では、測定対象として、図２に示
すように、カラーパッチの配置位置が異なる複数のカラーパターンを測定している。これ
に対して、第二実施形態のカラーマネージメントシステムでは、複数のカラーパターンと
して、複数のカラーパッチのうち少なくとも一部の色が異なるカラーパターンを測定する
点で相違している。また、カラーパターンは、複数のカラーパッチの間に基準色のライン
が表示されている点でも相違している。
　なお、それ以外の点では、第一実施形態と同様の構成を有するので、以下、測定対象画
像について説明する。
【００８８】
　図１０は、表示部８２の表示領域Ａｒｄにおける表示の変化を説明する図である。
　第二実施形態においても、第一実施形態と同様、分光測定装置２に測色処理を開始させ
るにあたり、表示部８２の表示領域Ａｒｄに識別画像９が表示される（図１０（ａ）参照
）。本実施形態においても識別画像９として基準色である白が表示される。
　なお、本実施形態では、基準色ライン１０４の測定データをリファレンスとして用いる
ため、識別画像９としては、基準色画像でなくてもよい。このような識別画像９としては
、例えば、点滅画像等が挙げられる。
【００８９】
　測定開始を指示する識別画像９が所定時間だけ表示された後、図１０（ｂ）に示すよう
に、カラーパターン１０Ｅが表示される。カラーパターン１０Ｅは、カラーパッチ１０１
の配置位置が上述のカラーパターン１０Ａと同様であるが、カラーパッチ１０１の間に基
準色の基準色ライン１０４が表示されている。
　本実施形態では、基準色の基準色ライン１０４として、ＲＧＢ値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２
５５，２５５，２５５）である白の基準色ライン１０４が表示される。
【００９０】
　カラーパターン１０Ｅが、所定測定時間だけ表示された後、中心Ｏｃに対してカラーパ
ターン１０Ｅと点対称となるように各カラーパッチ１０１の表示位置が変更されたカラー
パターン１０Ｆが所定測定時間だけ表示される（図１０（ｃ）参照）。
【００９１】
　次に、図１０（ｄ）に示すように、カラーパターン１０Ｇが表示される。カラーパター
ン１０Ｇは、分光測定装置２の撮像領域にマトリクス状に配置され表示される複数のカラ
ーパッチ１０３と、カラーパッチ１０３の間に表示された基準色ライン１０４とを有する
。
　カラーパッチ１０３は、カラーパターン１０Ｅ，１０Ｆに含まれるカラーパッチ１０１
とは異なる色である。
　そして、カラーパターン１０Ｇが所定測定時間だけ表示された後、図１０（ｅ）に示す
ように、カラーパターン１０Ｈが表示される。カラーパターン１０Ｈは、中心Ｏｃに対し
てカラーパターン１０Ｇと点対称となるように、各カラーパッチ１０３の表示位置が変更
されたものである。
　最後に、再度、測定終了を指示する識別画像９が表示される。
【００９２】
　本実施形態のカラーマネージメントシステムでは、上記第一実施形態と略同様の処理に
よりカラーマネージメント処理が実施されるが、図９におけるＳ１３８の処理が異なる。
　すなわち、本実施形態では、Ｓ１３８において、まず位置特定部６５により、カラーパ
ッチ１０３と基準色ライン１０４の画素位置を特定する。そして、相対値取得部６６は、
カラーパッチ１０３の測定データと、当該カラーパッチの画素位置に対して最も近い基準
色ライン１０４の画素位置の測定データ（基準色データ）とに基づいて、相対値を算出す
る。
【００９３】
　［第二実施形態の作用効果］
　本実施形態のカラーマネージメントシステムでは、カラーパッチ１０１，カラーパッチ
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１０３間に基準色である基準色ライン１０４が表示されたカラーパターン１０Ｅ，１０Ｆ
，１０Ｇ，１０Ｈを撮像して、カラーパッチ１０１，カラーパッチ１０３に基づく測定デ
ータと、基準色ライン１０４の基準色に基づく基準色データとを取得する。これにより、
上記第一実施形態と同様に、プロファイル出力部７２は、各カラーパッチに対する測定デ
ータと、相対値とに基づいて、元画像の色を再現性良く表示部８２に表示させるための最
適なプロファイルを生成することができる。
　また、本実施形態においても、カラーパッチ１０３の画素位置に最も近い基準色ライン
１０４の基準色データと、当該カラーパッチの測定データとの相対値を算出するので、波
長可変干渉フィルター５や撮像素子３２の面内特性による影響を受けにくく、画素による
特性差を除外した最適なプロファイルを作成することができる。
【００９４】
　本実施形態のカラーマネージメントシステムでは、カラーパッチの色が互いに異なる複
数のカラーパターンを画像表示装置に順次表示させ（例えば、カラーパターン１０Ｆとカ
ラーパターン１０Ｇ）、これら複数のカラーパターンを測色して得られた測定データを用
いて、プロファイルを作成する。これにより、同一のカラーパッチを有するカラーパター
ンを測色する場合よりも多くの色のカラーパッチを測色することができ、測色精度の向上
を図ることができる。
【００９５】
［実施形態の変形］
　なお、本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　例えば、上記各実施形態では、１つの画像表示装置８のプロファイルを出力して、当該
画像表示装置８の色調整を行なわせるカラーマネージメントシステムについて説明したが
、本発明はこれに限定されず、複数の画像出力装置間での色合わせを行ってもよい。
　図１１は、本発明に係るカラーマネージメントシステムの一例であるカラーマネージメ
ントシステム１Ａの概略構成を示すブロック図である。
　カラーマネージメントシステム１Ａは、図１１に示すように、分光測定装置２と、ＰＣ
７Ａとを備え、画像出力装置である複数の画像表示装置８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１４の間
で色合わせを行う。
【００９６】
　このカラーマネージメントシステム１Ａは、ＰＣ７Ａが、測定データから画像表示装置
８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１４のプロファイルを作成するプロファイル作成部７４と、作成
した画像表示装置８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１４の各プロファイルに基づいて色合わせを行
わせる調整部７５とを備える点で、上記各実施形態と相違しているが、その他の点では、
上記各実施形態と同様の構成を有し、同様の方法でプロファイルを作成する。
【００９７】
　また、上記各実施形態では、画像出力装置として各種ディスプレイを表示部８２として
備える画像表示装置８を例示したが、本発明はこれに限定されない。本変形例のカラーマ
ネージメントシステム１Ａでは、紙等の媒体に印刷することで媒体上に画像を表示する印
刷装置１４もプロファイル作成対象の画像出力装置とする。
　この印刷装置１４は、カラーパターンとして、ＣＭＹＫの各色の濃度を所定間隔で変更
して得られる複数の色に対応するカラーパッチがマトリクス状に配置されたものを媒体に
描画する。また、分光測定装置２は、図示しない操作部（例えば、ボタンや表示部２２に
設けられたタッチパネル等）の入力に応じて測定開始可能に構成され、媒体に印刷された
複数のカラーパターンを順次測定することで測定データを取得する。
【００９８】
　ＰＣ７Ａは、画像データ出力部７１と、記憶部７３と、プロファイル作成部７４と、調
整部７５とを備える。
　プロファイル作成部７４は、分光測定装置２によって測定された測定対象画像Ｘの測定
データを用いて画像表示装置８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１４のプロファイルを作成する。
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　調整部７５は、プロファイル作成部７４によって作成された画像表示装置８Ａ，８Ｂ及
び印刷装置１４の各プロファイルに基づいて、画像表示装置８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１４
の間で色合わせを行わせる。この調整部７５は、画像表示装置８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１
４に、色調整を行わせるための調整データ（例えば、ＲＧＢ値又はＣＭＹＫ値の各値での
調整量のデータや、当該調整量を算出する関数等）を出力する。
【００９９】
　本変形例のカラーマネージメントシステム１Ａでは、分光測定装置２は、上記各実施形
態と同様の処理により画像表示装置８Ａ，８Ｂに表示された測定対象画像Ｘ（カラーパタ
ーン又は基準色画像）を測定して測定データを取得する。また、分光測定装置２は、印刷
装置１４が出力した印刷物としての測定対象画像Ｘを測定して測定データ取得する。そし
て、分光測定装置２は、基準色データと測定データとから相対値を算出して、測定データ
及び相対値をプロファイル作成用データとしてＰＣ７Ａに出力する。
　ＰＣ７Ａは、分光測定装置２からプロファイル作成用データを受信すると、プロファイ
ル作成部７４により、画像表示装置８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１４のプロファイルを作成し
、作成したプロファイルに基づいて画像表示装置８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１４のそれぞれ
に色調整を行わせるための調整データを作成し、作成した調整データを画像表示装置８Ａ
，８Ｂ及び印刷装置１４のそれぞれに出力する。
　画像表示装置８Ａ，８Ｂ及び印刷装置１４に、それぞれ調整データに基づく色調整を行
わせることで、各画像表示装置間での色合わせを行わせる。
【０１００】
　このように、カラーマネージメントシステム１Ａによれば、複数の画像表示装置間での
色合わせを行うことができる。本変形例のカラーマネージメントシステム１Ａでは、基準
色である白色に対する測定データの相対値を算出しており、これを用いて各画像表示装置
に色調整を行わせているので、各画像表示装置で表示される白色に対する他の色の相対的
な値を、各画像表示装置間で合わせることができる。
【０１０１】
　なお、本変形例のカラーマネージメントシステム１Ａにおいて、基準色の白色に対する
測定データの相対値を用いずに、各画像表示装置によって表示されたカラーパターンの測
定データに基づいて、各画像表示装置間での色合わせを行ってもよい。この場合、各画像
表示装置間で表示される色を合わせることができる。
【０１０２】
　上記各実施形態及び変形例では、分光フィルターとして波長可変干渉フィルター５を用
いたが、本発明はこれに限定されない。例えば、液晶チューナブルフィルターや、ＡＯＴ
Ｆ等の面分光可能な分光フィルターを用いてもよい。
　上記各実施形態及び変形例では、波長可変干渉フィルター５として、第一基板である固
定基板５１上に第一反射膜である固定反射膜５４が設けられ、第二基板である可動基板５
２上に第二反射膜である可動反射膜５５が設けられる構成を例示したが、これに限定され
ない。例えば、第一基板や第二基板が設けられない構成としてもよい。この場合、例えば
、平行ガラス基板の一面に第一反射膜を設け、前記一面と平行となる他面に第二反射膜を
設けた後、エッチング等により平行ガラス基板をエッチングする。当該構成では、第一基
板や第二基板が設けられない構成となり、分光素子をより薄型化することができる。この
場合、第一反射膜及び第二反射膜の間に例えばスペーサ等を介在させることで、反射膜間
のギャップ寸法を維持できる。また、第一反射膜上に第一電極を設け、第二反射膜上に第
二電極を設け、これらの第一電極及び第二電極の間に駆動電圧を印加することで、反射膜
間のギャップ寸法を変更することができる。
【０１０３】
　上記各実施形態及び変形例では、光源２１を備えるとしたが、測定対象画像Ｘとして、
自ら光を発する各種ディスプレイに表示されるものに限定される場合は、必ずしも光源２
１を備えていなくてもよい。
　上記各実施形態及び変形例では、テレセントリック光学系３１を備えるとしたが、本発
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明はこれに限定されず。分光フィルターに測定対象画像からの光を導くことができる導光
光学系を設ける構成であればよく、例えば、ＬＣＦ等を設ける構成としてもよい。
【０１０４】
　上記各実施形態及び変形例では、順次表示される４つのカラーパッチを測定すると説明
したが、本発明はこれに限定されず、３つ以下、又は５つ以上のカラーパッチを測定する
ようにしてもよい。
　上記各実施形態及び変形例では、押し当て部２５が弾性部材で形成された形態を示すが
、本発明はこれに限定されない。すなわち、押し当て部２５は、弾性変形しない硬い部材
で形成してもよい。これにより、画像表示装置８の表示部８２や測定対象画像Ｘが印刷さ
れた印刷物に押し当てられた際に、押し当て部２５が変形せず、分光測定装置２を表示部
８２や印刷物等に対して固定することが容易となる。従って、押し当て部２５の表示部８
２や印刷物等に当接する当接面を、分光測定装置２が表示部８２や印刷物等に対して所望
の相対角度となるように（例えば、テレセントリック光学系３１の光軸に対して直交する
ように）構成することにより、上記相対角度を所望の角度又は相対角度として許容される
範囲内に維持することが容易となり、測色精度を一層向上させることができる。
【０１０５】
　上記各実施形態及び変形例では、カラーパッチ１０１の表示位置を対称移動させる場合
について説明したが、本発明はこれに限定されず、ランダムに表示位置を変更するように
してもよい。
　上記第二実施形態では、カラーパターン１０Ｅ，１０Ｆと、カラーパターン１０Ｇ，１
０Ｈに含まれる各カラーパッチの色が異なる場合について説明したが、本発明では、各カ
ラーパターン１０Ｅ，１０Ｆ，１０Ｇ，１０Ｈにおいて、互いにカラーパッチの色が異な
るようにしもよく、この場合、より多くの色のカラーパッチを測定することができ、測色
精度を一層向上させることができる。
【０１０６】
　上記各実施形態及び変形例では、識別画像９として、基準色の基準色画像を表示させて
いたが、本発明はこれに限定されない。すなわち、識別画像９は、分光測定装置２に測定
開始を指示可能な画像であればよく、具体的には、分光測定装置２の待機時における波長
可変干渉フィルター５を透過可能な波長（設定波長）を含む光を発する画像であればよい
。また、識別画像９として、表示領域Ａｒｄの全面に基準色を表示させる画像を所定時間
だけ表示させるとしたが、設定波長を含む光を発する画像を断続的に表示（点滅）させた
り、所定のパターンで表示させるようにしてもよい。
　なお、上記第一実施形態では、識別画像９として基準色画像を表示させない場合、基準
色データを取得するために、別途、基準色画像を表示して測定するようにしてもよい。こ
の場合、識別画像９を検知するトリガー検知部６４とは別に、基準色画像を検知する基準
色画像検知手段としての、基準色検知部を回路基板６に設け、基準色画像が表示されたこ
とを検知し、基準色データを取得する。
【０１０７】
　上記各実施形態及び変形例では、測定データに相対値を関連付けたプロファイル作成用
データを出力したが、本発明はこれに限定されず、カラーパッチに基づく測定データのみ
をプロファイル作成用データとして出力してもよい。この場合、基準色の基準色データを
取得するための位置特定部６５、及び基準色データに対する測定データの相対値を取得す
るための相対値取得部６６を設けなくてもよい。
【０１０８】
　上記各実施形態及び変形例では、表示部８２に分光測定装置２の配置位置を示すための
測定位置マーク１１として、三角形状のマークを複数表示させるとしたが、本発明はこれ
に限定されない。測定位置マーク１１の数や形状は特に制限されず、分光測定装置２の配
置位置を示すことができれば任意の数、形状でもよい。また、分光測定装置２の配置位置
が特定可能であれば、必ずしも測定位置マーク１１を表示させなくてもよい。
　また、測定位置マーク１１に対して分光測定装置２の位置を調整するための位置合わせ
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用マーク１２を分光測定装置２の外装ケース２４の表面に設けるとしたが、必ずしも位置
合わせ用マーク１２を設けなくてもよい。
【０１０９】
　上記各実施形態では、動作状況及び測定結果の少なくともいずれかを含む通知を報知す
る報知部として表示部２２を備えていたが、本発明はこれに限定されない。分光測定装置
２は、通知部として音声出力部を備え、測定開始や測定終了等を使用者に通知する通知音
を出力可能に構成してもよい。これにより、使用者は、分光測定装置２の動作状況を容易
に把握することができる。
【０１１０】
　上記各実施形態及び変形例では、分光測定装置２は、識別画像９が表示されたことを検
知して測定開始及び終了を検知し、分光測定装置２及び画像表示装置８の動作タイミング
をＰＣ７によって同期させない場合について説明したが、本発明はこれに限定されない。
例えば、ＰＣが、分光測定装置２及び画像表示装置８の動作を制御して、動作タイミング
の同期等の制御を行うように構成してもよい。
　図１２は、本発明に係るカラーマネージメントシステムの一例であるカラーマネージメ
ントシステム１Ｂの概略構成を示すブロック図である。
　カラーマネージメントシステム１Ｂは、図１２に示すように、上記各実施形態及び変形
例とは、ＰＣ７Ｂが、分光測定装置２及び画像表示装置８の動作を制御する測定制御部７
６を備えている点で相違しており、その他の点では上記各実施形態と基本的に同様の構成
を有する。
【０１１１】
　ＰＣ７Ｂは、画像データ出力部７１、プロファイル出力部７２、記憶部７３、及び測定
制御部７６を備える。
　測定制御部７６は、記憶部７３に記憶されている各種プログラムやデータ等を用いて、
分光測定装置２及び画像表示装置８を制御する。
　例えば、画像表示装置８にカラーパッチを表示させるタイミングと、分光測定装置２の
測定開始タイミングとを同期させるように分光測定装置２及び画像表示装置８を制御する
。
　また、例えば、画像表示装置８が高精細の画像を表示可能である場合、波長可変干渉フ
ィルター５の測定波長間の間隔を短く設定し、当該設定した波長間隔で駆動するように、
分光測定装置２に指示する。分光測定装置２のフィルター制御部６２は、設定された波長
間隔で測定波長変更させながらカラーパッチを測色して測定データを取得する。この場合
、予め、画像表示装置８と、波長間隔とを対応づけたテーブル等のデータを記憶部７３に
記憶しておき、当該データを参照して、波長間隔を設定してもよい。
【０１１２】
　なお、上記各実施形態及び変形例では、カラーパターンの表示及び変更タイミングと、
分光測定装置の測定タイミングを同期させる構成としたが、本発明はこれに限定されない
。分光測定装置の測定タイミングを同期させずに、使用者の指示に応じて、予め表示され
ているカラーパターンや基準色画像を個別に測定してもよい。
【０１１３】
　上記各実施形態及び変形例では、分光測定装置は、光センサー部３と、当該光センサー
部３を制御する回路基板６、表示部２２、及び電池２３とが、外装ケース２４によって一
体的に構成されていたが、本発明はこれに限定されず、これらが別体で構成されてもよい
。
　図１３は、本発明の分光測定装置の一変形例を示す図である。
　分光測定装置２Ａは、図１３に示すように、光センサー部３と、光センサー部３がマイ
クロＵＳＢ等で通信可能に接続された携帯端末１５とを備える。上記各実施形態において
、分光測定装置２を制御するために各種回路６１～６９が設けられた回路基板６が、分光
測定装置２の外装ケース２４の内部に配置されていたが、本変形例の分光測定装置２Ａで
は、光センサー部３と、分光測定装置２Ａを制御する制御部が設けられた携帯端末１５と
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サー部３は、筐体に収容されており、その筐体に設けられた光入射口には、上述の押し当
て部２５が設けられている。さらに、光センサー部３は、押し当て部２５の内側を照明す
る光源２１を備えている。
【０１１４】
　携帯端末１５は、スマートフォンやタブレット端末等の携帯端末である。この携帯端末
１５は、表示部１５１と、操作部１５２とを備える。表示部１５１は、タッチパネルで構
成されており、携帯端末１５は、表示部１５１のタッチパネルや操作部１５２からの入力
に応じて光センサー部３を制御する。また、図示しない無線装置を備えており、ＰＣ７と
無線での通信、例えば、ＬＡＮやインターネットを介した通信を行うことができる。
【０１１５】
　ここで、分光測定装置２Ａでは、光センサー部３の制御は、携帯端末１５に設けられた
演算装置及び記憶装置等を利用して行われる。すなわち、光センサー部３の駆動制御は、
予め携帯端末１５の記憶装置に記憶された各種プログラム及びデータ等を使用して行われ
る。また、光センサー部３への電力の供給も、携帯端末１５に設けられた電源から行われ
る。
【０１１６】
　このように、光センサー部３を独立して構成し、光センサー部３の制御を、携帯端末１
５を利用して行うことにより、携帯端末１５と接続可能な光センサー部３を製造し、光セ
ンサー部３を制御するプログラム等を携帯端末１５に提供するだけで分光測定装置２Ａを
構成することができる。したがって、分光測定装置２Ａを提供するために光センサー部３
に、各種制御回路や、電池や、表示部といった部品を組み込む必要がなく、より製造コス
トを低減させることができる。また、使用しないときは、光センサー部３を取り外すこと
ができるので、実質的に分光測定装置を大幅に小型化させることができる。
【０１１７】
　なお、携帯端末１５を本発明のプロファイル作成装置として機能させてもよい。
　また、上記変形例では、各種回路６１～６９を携帯端末１５によって実現するとしたが
、これに限定されない。例えば、表示部及び電源は携帯端末１５の表示部１５１や電源を
利用し、光センサー部３の駆動に必要な回路は、光センサー部３と一体に設けてもよい。
【０１１８】
　その他、本発明の実施の際の具体的な構造は、本発明の目的を達成できる範囲で上記各
実施形態及び変形例を適宜組み合わせることで構成してもよく、また他の構造などに適宜
変更してもよい。
【符号の説明】
【０１１９】
　１，１Ａ…カラーマネージメントシステム、２，２Ａ…分光測定装置、５…波長可変干
渉フィルター、７…ＰＣ、８…画像表示装置、９…識別画像、１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，
１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆ，１０Ｇ，１０Ｈ…カラーパターン、１１…測定位置マーク、１
２…位置合わせ用マーク、１３…通知画像、２１…光源、２２…表示部、２４…外装ケー
ス、２５…押し当て部、３１…テレセントリック光学系、３２…撮像素子、５１…固定基
板、５２…可動基板、５４…固定反射膜、５５…可動反射膜、５６…静電アクチュエータ
ー、６１…記憶部、６３…光量取得部、６４…トリガー検出部、６５…位置特定部、６６
…相対値取得部、６９…通信部、７１…画像データ出力部、７２…プロファイル出力部、
８１…表示制御部、８２…表示部、１０１，１０３…カラーパッチ、１０２…黒ライン、
１０４…基準色ライン、２４１…光入射口、５６１…固定電極、５６２…可動電極。
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